
株式会社清明エンジニアリング（金属加工業）

異材摩擦圧接加工品の例

〇本社所在地：大阪府河内長野市上原西

町5-23

〇事業概要：金属部品加工

〇常時使用する従業員：79名

（グループ全体・2025年3月時点）

〇現在の売上高： 17億円

（グループ全体・2025年3月期）

○法人番号：4120101034609

○Web：https://kss-sayama.jp/

代表取締役
川上 巧

1、我々はお客様に感動、創造、喜びを感じてもらうものづくりを目指します
2、我々は社会に必要とされる企業づくりと、社会に必要とされる、社員育成を目指します
3、我々は互いに知恵、創造、努力、思いやりを持ってものづくりに精進いたします

ＮＣ旋盤・ＭＣ・難切削材加工を得意とし、摩擦圧接技術も活用して試作研究開発部品から、量産加工
までお客様の様々なご要望にお応えいたします。
加工素材、形状、加工方法について、従来の常識に捕らわれず様々なご提案を行い、小物から大物まで、
お客様に高品質、高精度、低コスト、短納期をご提供いたします。

売上高100億円実現の目標と課題

2034年の売上高達成に向け、KSSグループは国内有数の受
託加工業者として下記目標を達成します。
①売上高100億円
②お取引先数1200社
③圧接加工事業売上20億円

① KSSグループ各社の連携強化による経営効率化を目指して、
生産拠点を集約します。
②お客様や取組分野を多様化するために、積極的な生産設備
投資に取組み、技術力や生産力を向上させます。
③ KSSグループの弱みを補い強みを伸ばすために、様々な外
部企業との業務提携や地域に点在する小規模な加工業者の受
け皿としてのM&Aに積極的に取組みます。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・㈱清明エンジニアリングを中心としたKSSグループ(㈲川上
製作所、浦田鉄工㈱)にてコンソーシアムを形成し、夫々の得
意分野を活かしてグループ力を発揮します。
・具体的には、ITツールを活用することで、生産計画や生産
管理を連携し、グループによる一貫生産対応を強化します。
・更に、既に幅広い取引先を持つ商社を近い将来グループに
加えて、グループを統括する営業部門として活用する体制と
します。

・安定成長のための取引先数及び売上分野の拡大
・多分野において高次元でＱＣＤを実現するための生産力、
技術力の強化
・ KSSグループの強みを積極的に発信し、アピールするた
めの営業力の強化

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



売上高100億円実現に向けた具体的体制

○法人番号：9120102015157（㈲川上製作所）、7120101033517（浦田鉄工㈱）

株式会社清明エンジニアリング（金属加工業）

差別化戦略の中心となる摩擦圧接事業を伸ばすとともに、相乗効
果によるその他の金属加工事業を大きく伸ばしてゆきます。
また、新工場取得によるグループ力の強化や操業時間の大幅な延
長効果により生産数量の大幅な増加を図ります。
こうした取り組みにより国内有数の受託加工業者を目指します。

・近い将来に、多くの顧客を有する商社である
㈱ダイシンがKSSグループに合流することで、
販売先の幅を広がります。
・圧接事業やロール事業に係る関係先や㈱大阪
ケイオスを中心とした外部企業との連携を強化
することで、取組分野とお取引先の更なる多様
化を目指します。
・今後も国内で衰退傾向にある地域の小規模な
受託加工業者との連携や統合を進め、更にデジ
タル技術やAI技術を活用することで、生産性と
グループ力を高め、他社にはまねできないQCD
を実現し、効果的な提案を行うことで、単なる
下請け事業者ではなく、お客様と対等で有益な
パートナーシップを構築します。
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KAWAKAMIグループ売上高100億円計画（単位：百万円）
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